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【表紙】 

 

【提出書類】 有価証券届出書の訂正届出書 

  

【提出先】 関東財務局長 

  

【提出日】 平成25年5月16日 

  

【発行者名】 日本プロロジスリート投資法人 

  

【代表者の役職氏名】 執行役員  坂下 雅弘 

  

【本店の所在の場所】 東京都千代田区丸の内二丁目5番2号 三菱ビル 

  

【事務連絡者氏名】 プロロジス・リート・マネジメント株式会社 

取締役企画財務部長  戸田 淳 

  

【電話番号】 03-6867-8585 

  

【届出の対象とした募集

（売出）内国投資証券に

係る投資法人の名称】 

日本プロロジスリート投資法人 

  

【届出の対象とした募集

（売出）内国投資証券の

形態及び金額】 

形態：投資証券 

発行価額の総額：一般募集     43,218,000,000円 

売出価額の総額：オーバーアロットメントによる売出し 

3,719,000,000円 

 (注1) 発行価額の総額は、平成25年5月14日（火）現在の株式会社東京証券取引所における本投

資法人の投資口の普通取引の終値を基準として算出した見込額です。 

ただし、今回の一般募集の方法は、引受人が発行価額にて買取引受けを行い、当該発行価

額と異なる価額（発行価格）で一般募集を行うため、一般募集における発行価格の総額は、

上記の金額とは異なります。 

(注2) 売出価額の総額は、平成25年5月14日（火）現在の株式会社東京証券取引所における本投

資法人の投資口の普通取引の終値を基準として算出した見込額です。 

  

安定操作に関する事項 1.今回の募集及び売出しに伴い、本投資法人の発行する上場投資口

について、市場価格の動向に応じ必要があるときは、金融商品取

引法施行令第20条第1項に規定する安定操作取引が行われる場合

があります。 

2.上記の場合に安定操作取引が行われる取引所金融商品市場を開設

する金融商品取引所は、株式会社東京証券取引所です。 

  

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

（東京都中央区日本橋兜町2番1号） 

 



 

－  － 
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１【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】 
平成25年5月16日提出の有価証券届出書の記載事項のうち、国内一般募集及び海外募集における

発行価額の総額並びに売出価額の総額に係る各見込額の算出の基準日を平成25年5月8日から同月

14日に変更し、これらに関連する事項を訂正するとともに記載内容の一部についても訂正するため、

本有価証券届出書の訂正届出書を提出するものであります。 

 

２【訂正事項】 
第一部 証券情報 

第1 内国投資証券（投資法人債券を除く。） 

1 募集内国投資証券（引受人の買取引受けによる国内一般募集） 

(3) 発行数 

(4) 発行価額の総額 

(14) 手取金の使途 

2 売出内国投資証券（オーバーアロットメントによる売出し） 

(4) 売出価額の総額 

第4 募集又は売出しに関する特別記載事項 

1 本邦以外の地域における発行 

(1) 海外募集 

(2) 海外募集の概要 

② 海外募集における発行価額の総額 

第二部 ファンド情報 

第1 ファンドの状況 

2 投資方針 

(1) 投資方針 

② オファリング・ハイライト 

－ 投資主価値の向上を目指すエクイティ・ファイナンス 

(ロ) 本募集の意義 

a. 本投資口の「経済的価値」の向上 

(ハ) 本募集のポイント 

a. Aクラス物流施設の追加取得による資産規模3,000億円への拡大 

d. 財務基盤の安定性の向上 

3 投資リスク 

(1) リスク要因 

① 本投資証券の商品性に関するリスク 

(ヘ) 新投資口の発行時の1口当たりの価値の希薄化に関するリスク 

5 運用状況 

(3) 運用実績 

③ 自己資本利益率（収益率）の推移 

第三部 投資法人の詳細情報 

第5 投資法人の経理状況 

2 投資法人の現況 

(2) 借入れの状況 

① タームローン 

第四部 その他 

 

３【訂正箇所】 
訂正箇所は   罫で示してあります（図表又はグラフに変更ある場合には、当該図表又はグラ

フの右側に線で示します。）。 
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第一部【証券情報】 
第１【内国投資証券（投資法人債券を除く。）】 
１【募集内国投資証券（引受人の買取引受けによる国内一般募集）】 

（３）【発行数】 

＜訂正前＞ 

（前略） 
(注3) 本募集及びオーバーアロットメントによる売出し（以下、併せて「グローバル・オファリング」といいます。）のジョイ

ント・グローバル・コーディネーターは、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券株式会社、ＳＭＢＣ日興証券株式会社及び

ゴールドマン・サックス証券株式会社（以下、併せて「ジョイント・グローバル・コーディネーター」といいます。）で

す。 
（後略） 

＜訂正後＞ 

（前略） 
(注3) 本募集及びオーバーアロットメントによる売出し（以下、併せて「グローバル・オファリング」といいます。）のジョイ

ント・グローバル・コーディネーターは、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券株式会社、ＳＭＢＣ日興証券株式会社及び

Goldman Sachs International（以下、併せて「ジョイント・グローバル・コーディネーター」といいます。）です。 
（後略） 

 

（４）【発行価額の総額】 

＜訂正前＞ 

47,984,000,000円 
(注) 後記「(15) その他 ① 引受け等の概要」に記載のとおり、発行価額の総額は、引受人（後記「(15) その他 ① 引受け

等の概要」をご参照下さい。）の買取引受けによる払込金額の総額です。発行価額の総額は、平成25年5月8日（水）現在の

株式会社東京証券取引所（以下「東京証券取引所」といいます。）における本投資口の普通取引の終値を基準として算出し

た見込額です。 

＜訂正後＞ 

43,218,000,000円 
(注) 後記「(15) その他 ① 引受け等の概要」に記載のとおり、発行価額の総額は、引受人（後記「(15) その他 ① 引受け

等の概要」をご参照下さい。）の買取引受けによる払込金額の総額です。発行価額の総額は、平成25年5月14日（火）現在

の株式会社東京証券取引所（以下「東京証券取引所」といいます。）における本投資口の普通取引の終値を基準として算出

した見込額です。 

 

（１４）【手取金の使途】 

＜訂正前＞ 

国内一般募集における手取金（47,984,000,000円）につきましては、海外募集における手取

金（31,989,000,000円）と併せて、後記「第二部 ファンド情報 第1 ファンドの状況 2 投

資方針 (2) 投資対象 ③ 取得予定資産の一覧」に記載の本投資法人が取得を予定している

不動産及び不動産信託受益権（以下「取得予定資産」といいます。）の取得資金の一部に充当

します。 
(注) 上記の手取金は、平成25年5月8日（水）現在の東京証券取引所における本投資口の普通取引の終値を基準として算出した

見込額です。 

＜訂正後＞ 

国内一般募集における手取金（43,218,000,000円）につきましては、海外募集における手取

金（28,812,000,000円）と併せて、後記「第二部 ファンド情報 第1 ファンドの状況 2 投

資方針 (2) 投資対象 ③ 取得予定資産の一覧」に記載の本投資法人が取得を予定している

不動産及び不動産信託受益権（以下「取得予定資産」といいます。）の取得資金の一部に充当

します。 
(注) 上記の手取金は、平成25年5月14日（火）現在の東京証券取引所における本投資口の普通取引の終値を基準として算出した

見込額です。 

 
２【売出内国投資証券（オーバーアロットメントによる売出し）】 

（４）【売出価額の総額】 

＜訂正前＞ 

4,129,000,000円 
(注) 売出価額の総額は、平成25年5月8日（水）現在の東京証券取引所における本投資口の普通取引の終値を基準として算出し

た見込額です。 



 

－  － 
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＜訂正後＞ 

3,719,000,000円 
(注) 売出価額の総額は、平成25年5月14日（火）現在の東京証券取引所における本投資口の普通取引の終値を基準として算出し

た見込額です。 

 
第４【募集又は売出しに関する特別記載事項】 
1 本邦以外の地域における発行 

(1) 海外募集 

＜訂正前＞ 

前記「第1 内国投資証券（投資法人債券を除く。） 1 募集内国投資証券（引受人の買取

引受けによる国内一般募集） (3) 発行数 (注1)」に記載のとおり、国内一般募集及びオ

ーバーアロットメントによる売出しと同時に、米国及び欧州を中心とする海外市場（ただし、

米国においては1933年米国証券法に基づくルール144Aに従った適格機関投資家に対する販

売のみとします。）における本投資口の募集（海外募集）が行われます。Morgan Stanly & Co. 

International plc、SMBC Nikko Capital Markets Limited、Goldman Sachs International、

J.P. Morgan Securities plc及びMerrill Lynch Internationalを共同主幹事会社兼ジョイ

ント・ブックランナーとする海外引受会社（以下「海外における引受人」といいます。）は、

発行価格等決定日付にて本投資法人及び本資産運用会社との間で、International Purchase 

Agreementを締結して、投信法上の一般事務受託者（投信法第117条第1号。ただし、投資法

人債に関する事務を除きます。）として、海外募集を総額個別買取引受けにより行います。 

＜訂正後＞ 

前記「第1 内国投資証券（投資法人債券を除く。） 1 募集内国投資証券（引受人の買取

引受けによる国内一般募集） (3) 発行数 (注1)」に記載のとおり、国内一般募集及びオ

ーバーアロットメントによる売出しと同時に、米国及び欧州を中心とする海外市場（ただし、

米国においては1933年米国証券法に基づくルール144Aに従った適格機関投資家に対する販

売のみとします。）における本投資口の募集（海外募集）が行われます。Morgan Stanley & Co. 

International plc、SMBC Nikko Capital Markets Limited、Goldman Sachs International、

J.P. Morgan Securities plc及びMerrill Lynch Internationalを共同主幹事会社兼ジョイ

ント・ブックランナーとする海外引受会社（以下「海外における引受人」といいます。）は、

発行価格等決定日付にて本投資法人及び本資産運用会社との間で、International Purchase 

Agreementを締結して、投信法上の一般事務受託者（投信法第117条第1号。ただし、投資法

人債に関する事務を除きます。）として、海外募集を総額個別買取引受けにより行います。 

 

(2) 海外募集の概要 

② 海外募集における発行価額の総額 

＜訂正前＞ 

31,989,000,000円 
(注) 海外募集における発行価額の総額は、平成25年5月8日（水）現在の東京証券取引所における本投資口の普通取引の終値

を基準として算出した見込額です。なお、本投資法人が既に発行した本投資口及び本募集における本投資口の発行価額

の総額の合計額のうち、国内において募集される投資口の発行価額の総額の占める割合は、100分の50を超えるものとし

ます。 

＜訂正後＞ 

28,812,000,000円 
(注) 海外募集における発行価額の総額は、平成25年5月14日（火）現在の東京証券取引所における本投資口の普通取引の終

値を基準として算出した見込額です。なお、本投資法人が既に発行した本投資口及び本募集における本投資口の発行価

額の総額の合計額のうち、国内において募集される投資口の発行価額の総額の占める割合は、100分の50を超えるものと

します。 
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第二部【ファンド情報】 
第１【ファンドの状況】 
２【投資方針】 

（１）【投資方針】 

② オファリング・ハイライト 

－ 投資主価値の向上を目指すエクイティ・ファイナンス 

(ロ) 本募集の意義 

a. 本投資口の「経済的価値」の向上 

＜訂正前＞ 

本投資法人は、本募集を通じて、投資主価値の向上に資するエクイティ・ファイナン

スを実施し、本投資口の「経済的価値」、具体的には、投資口1口当たりNAV(注1)、1口当

たり分配金及び投資口流動性の向上を目指します。本募集に伴い、投資口1口当たりの

価値である投資口1口当たりNAVは533,639円（上場時）から636,300円（取得予定資産取

得後）に約19.2％の向上を実現する見込み(注2)であり、本投資法人は、併せて投資口1

口当たりの分配金水準の向上を目指します。同時に、本募集による発行済投資口数の増

加を通じた投資口時価総額の向上による投資口流動性の向上も目指します。 
(注1) 「1口当たりNAV」は、以下の計算式により求められる、取得済資産及び取得予定資産の鑑定評価額又は調査価格に

基づく本投資口1口当たり純資産価値をいいます。 

1口当たりNAV＝NAV÷発行済投資口数 

「NAV」とは、以下の計算式により求められる、取得済資産及び取得予定資産を鑑定評価額又は調査価格に基づい

て評価した場合の本投資法人の純資産価値であり、貸借対照表上の純資産額とは異なります。 

NAV＝本投資口発行価額の総額＋取得（予定）資産の含み益 

取得（予定）資産の含み益＝取得（予定）資産の鑑定評価額又は調査価格の合計額－取得（予定）価格の合計額 

上記の計算式に基づき、上場時及び取得予定資産取得後における１口当たりNAVは、それぞれ次のように計算され

ます。 

1口当たりNAV（上場時） 

＝［設立時発行価額の総額（200百万円）＋上場時グローバル・オファリングの発行価額の総額（96,882百万

円）＋取得済資産の鑑定評価額の合計額（173,460百万円）－取得済資産の取得価格の合計額（173,020百万

円）］÷上場時発行済投資口数（182,750口） 

1口当たりNAV（取得予定資産取得後） 

＝［設立時発行価額の総額（200百万円）＋上場時グローバル・オファリングの発行価額の総額（96,882百万

円）＋本募集における発行価額の総額（79,973百万円）＋取得済資産及び取得予定資産の鑑定評価額又は調

査価格の合計額（305,890百万円）－取得済資産の取得価格及び取得予定資産の取得予定価格の合計額

（305,450百万円）］÷取得予定資産取得後の発行済投資口数（278,950口） 

本募集における発行価額の総額は、平成25年5月8日現在の東京証券取引所における本投資口の普通取引の終

値を基準として算出した本書の日付現在の見込額であり、実際の本募集における発行価額の総額と一致する

とは限りません。このため、1口当たりNAV（取得予定資産取得後）も実際の指標と一致するとは限りません。 

(注2) このことは、本募集の発行価格が、本募集に応ずる投資家にとって有利な価格であること又は本投資口への投資に

より利益が得られることを意味又は示唆するものではありません。平成25年5月8日現在の東京証券取引所における

本投資口の普通取引の終値に照らすと、本募集の発行価格は、投資口1口当たりNAVを上回るものと想定され、かか

る想定に従うと、本募集に応じて本投資口を取得する投資家にとっては、1口当たりNAVよりも高い発行価格で本投

資口を購入することになる点にご注意下さい。 

＜訂正後＞ 

本投資法人は、本募集を通じて、投資主価値の向上に資するエクイティ・ファイナン

スを実施し、本投資口の「経済的価値」、具体的には、投資口1口当たりNAV(注1)、1口当

たり分配金及び投資口流動性の向上を目指します。本募集に伴い、投資口1口当たりの

価値である投資口1口当たりNAVは533,639円（上場時）から607,827円（取得予定資産取

得後）に約13.9％の向上を実現する見込み(注2)であり、本投資法人は、併せて投資口1

口当たりの分配金水準の向上を目指します。同時に、本募集による発行済投資口数の増

加を通じた投資口時価総額の向上による投資口流動性の向上も目指します。 
(注1) 「1口当たりNAV」は、以下の計算式により求められる、取得済資産及び取得予定資産の鑑定評価額又は調査価格に

基づく本投資口1口当たり純資産価値をいいます。 

1口当たりNAV＝NAV÷発行済投資口数 

「NAV」とは、以下の計算式により求められる、取得済資産及び取得予定資産を鑑定評価額又は調査価格に基づい

て評価した場合の本投資法人の純資産価値であり、貸借対照表上の純資産額とは異なります。 

NAV＝本投資口発行価額の総額＋取得（予定）資産の含み益 

取得（予定）資産の含み益＝取得（予定）資産の鑑定評価額又は調査価格の合計額－取得（予定）価格の合計額 

上記の計算式に基づき、上場時及び取得予定資産取得後における１口当たりNAVは、それぞれ次のように計算され

ます。 

1口当たりNAV（上場時） 

＝［設立時発行価額の総額（200百万円）＋上場時グローバル・オファリングの発行価額の総額（96,882百万

円）＋取得済資産の鑑定評価額の合計額（173,460百万円）－取得済資産の取得価格の合計額（173,020百万

円）］÷上場時発行済投資口数（182,750口） 
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1口当たりNAV（取得予定資産取得後） 

＝［設立時発行価額の総額（200百万円）＋上場時グローバル・オファリングの発行価額の総額（96,882百万

円）＋本募集における発行価額の総額（72,030百万円）＋取得済資産及び取得予定資産の鑑定評価額又は調

査価格の合計額（305,890百万円）－取得済資産の取得価格及び取得予定資産の取得予定価格の合計額

（305,450百万円）］÷取得予定資産取得後の発行済投資口数（278,950口） 

本募集における発行価額の総額は、平成25年5月14日現在の東京証券取引所における本投資口の普通取引の終

値を基準として算出した本書の日付現在の見込額であり、実際の本募集における発行価額の総額と一致する

とは限りません。このため、1口当たりNAV（取得予定資産取得後）も実際の指標と一致するとは限りません。 

(注2) このことは、本募集の発行価格が、本募集に応ずる投資家にとって有利な価格であること又は本投資口への投資に

より利益が得られることを意味又は示唆するものではありません。平成25年5月14日現在の東京証券取引所におけ

る本投資口の普通取引の終値に照らすと、本募集の発行価格は、投資口1口当たりNAVを上回るものと想定され、か

かる想定に従うと、本募集に応じて本投資口を取得する投資家にとっては、1口当たりNAVよりも高い発行価格で本

投資口を購入することになる点にご注意下さい。 

 

(ハ) 本募集のポイント 

a. Aクラス物流施設の追加取得による資産規模3,000億円への拡大 

＜訂正前＞ 

（前略） 

＜投資主価値向上を目指すエクイティ・ファイナンス＞ 

 

 
（後略） 



 

－  － 
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＜訂正後＞ 

（前略） 

 

＜投資主価値向上を目指すエクイティ・ファイナンス＞ 

 

 
 

（後略） 

 

d. 財務基盤の安定性の向上 

＜訂正前＞ 

本募集に伴い、取得予定資産の取得時に借入れ（以下「本借入れ」といいます。）を

実行することを予定しています。なお、取得予定資産のうちプロロジスパーク習志野4

を除く7物件については平成25年6月13日に取得する予定であり、プロロジスパーク習志

野4については平成25年10月1日に取得する予定であることから、本借入れは、取得予定

資産の取得タイミングに合わせて、2回に分けて実施する予定です。本借入れは、メガ

バンクを中心とする国内有力金融機関より行われ、平均借入残存年数(注1)が6.7年にな

るよう返済期限を1年から本投資法人としてこれまでで最長となる10年までの複数トラ

ンシェに分けて設定され、長期固定金利を中心とした無担保のタームローンとなります。

本借入れを実行することで、本投資法人の借入金の平均借入年数を上場時の5.0年から

5.7年へと長期化することができます。また、本借入れでは、既存の6行の取引金融機関

に加えて、新規に複数の金融機関との取引を開始することを予定しています。こうした

取組みにより、本募集終了後における本投資法人の借入金は、長期負債比率93.8％、固

定金利比率(注2)93.8％、平均借入残存年数5.5年となる見込みです(注3)。このような借

入期間の長期化及び取引金融機関数の拡大により、本投資法人の財務基盤の安定性の更

なる向上を実現することができるものと、本投資法人は考えています。 

ただし、本借入れは、各金融機関による貸出審査手続における決裁が完了し、本投資

法人と当該各金融機関との間で借入契約が締結されること及び別途定められる貸出前

提条件がすべて充足されること等を条件とします。 

（中略） 
(注3) いずれも、平成25年10月1日のプロロジスパーク習志野4の取得に合わせて実施する借入れ後の数値です。これらは

本借入れによる借入予定額を543億円として算出しています。当該借入予定額は、平成25 年5月8日現在の東京証券

取引所における本投資口の普通取引の終値を基準として算出した手取金の見込額等に基づく本書の日付現在の予

定額であり、最終的な借入金額は、本募集による手取金の額等を勘案した上、借入実行の時点までに変更される可

能性があります。したがって、実際の指標と一致するとは限りません。 

 



 

－  － 
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＜返済期限の分散状況＞ 

 

 
 

(注) 上記返済期限の分散状況は、本借入れによる借入予定額を543億円とし、当該借入予定額を平均借入残存年数が6.7

年になるよう返済期限を1年から10年までの複数トランシェに分けて設定された場合の見込みであり、実際の分散状

況と一致するとは限りません。 

＜訂正後＞ 

本募集に伴い、取得予定資産の取得時に借入れ（以下「本借入れ」といいます。）を

実行することを予定しています。なお、取得予定資産のうちプロロジスパーク習志野4

を除く7物件については平成25年6月13日に取得する予定であり、プロロジスパーク習志

野4については平成25年10月1日に取得する予定であることから、本借入れは、取得予定

資産の取得タイミングに合わせて、2回に分けて実施する予定です。本借入れは、メガ

バンクを中心とする国内有力金融機関より行われ、平均借入残存年数(注1)が6.7年にな

るよう返済期限を1年から本投資法人としてこれまでで最長となる10年までの複数トラ

ンシェに分けて設定され、長期固定金利を中心とした無担保のタームローンとなります。

本借入れを実行することで、本投資法人の借入金の平均借入年数を上場時の5.0年から

5.8年へと長期化することができます。また、本借入れでは、既存の6行の取引金融機関

に加えて、新規に複数の金融機関との取引を開始することを予定しています。こうした

取組みにより、本募集終了後における本投資法人の借入金は、長期負債比率94.1％、固

定金利比率(注2)94.1％、平均借入残存年数5.6年となる見込みです(注3)。このような借

入期間の長期化及び取引金融機関数の拡大により、本投資法人の財務基盤の安定性の更

なる向上を実現することができるものと、本投資法人は考えています。 

ただし、本借入れは、各金融機関による貸出審査手続における決裁が完了し、本投資

法人と当該各金融機関との間で借入契約が締結されること及び別途定められる貸出前

提条件がすべて充足されること等を条件とします。 

（中略） 
(注3) いずれも、平成25年10月1日のプロロジスパーク習志野4の取得に合わせて実施する借入れ後の数値です。これらは

本借入れによる借入予定額を623億円として算出しています。当該借入予定額は、平成25 年5月14日現在の東京証

券取引所における本投資口の普通取引の終値を基準として算出した手取金の見込額等に基づく本書の日付現在の

予定額であり、最終的な借入金額は、本募集による手取金の額等を勘案した上、借入実行の時点までに変更される

可能性があります。したがって、実際の指標と一致するとは限りません。 

 

＜返済期限の分散状況＞ 

 

 
 

(注) 上記返済期限の分散状況は、本借入れによる借入予定額を623億円とし、当該借入予定額を平均借入残存年数が6.7

年になるよう返済期限を1年から10年までの複数トランシェに分けて設定された場合の見込みであり、実際の分散状

況と一致するとは限りません。 

 

３【投資リスク】 

(1) リスク要因 

① 本投資証券の商品性に関するリスク 

(ヘ) 新投資口の発行時の1口当たりの価値の希薄化に関するリスク 



 

－  － 

 

(8) ／ 2013/05/16 10:53 (2013/05/15 23:18) ／ g09054_wk_13935982_0101010_本文_os7不動産_日本プロロジスリート_訂届.doc 

8

＜訂正前＞ 

（前略） 

 加えて、平成25年5月8日現在の東京証券取引所における普通取引の終値に照らすと、

本募集の発行価格は、投資口1口当たりNAVを上回ることが想定され、かかる想定に従う

と、本募集に応じて本投資口を取得する投資家にとっては、1口当たりNAVよりも高い発

行価格で本投資口を購入することになる点に注意する必要があります。 

＜訂正後＞ 

（前略） 

 加えて、平成25年5月14日現在の東京証券取引所における普通取引の終値に照らすと、

本募集の発行価格は、投資口1口当たりNAVを上回ることが想定され、かかる想定に従う

と、本募集に応じて本投資口を取得する投資家にとっては、1口当たりNAVよりも高い発

行価格で本投資口を購入することになる点に注意する必要があります。 

 

５【運用状況】 

（３）【運用実績】 

③【自己資本利益率（収益率）の推移】 

＜訂正前＞ 

（前略） 

＜上場来の投資口価格及び出来高推移＞ 

 

 
 

（後略） 

＜訂正後＞ 

（前略） 

＜上場来の投資口価格及び出来高推移＞ 

 

 
（後略） 



 

－  － 
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第三部【投資法人の詳細情報】 
第５【投資法人の経理状況】 
２【投資法人の現況】 

(2) 借入れの状況 

① タームローン 

＜訂正前＞ 

（前略） 

(ロ) 本投資法人は、取得予定資産の取得資金の一部に充当するため、最長借入期間10年の

ローンを含む以下の借入れを行う予定です。ただし、当該借入れは、下記「借入先」欄

記載の各金融機関による貸出審査手続における決裁が完了し、本投資法人と当該各金融

機関との間で借入契約が締結されること及び別途定められる貸出前提条件がすべて充

足されること等を条件とします。 

借入先 
借入予定額

(注1) 

利率 

(注2) 
返済期限

返済方法 

(注3) 
使途 摘要 

基 準 金 利 に

0.25％を加え

た利率 

借入実行日

より1年後

基 準 金 利 に

0.40％を加え

た利率 

借入実行日

より4年後

基 準 金 利 に

0.50％を加え

た利率 

借入実行日

より6年後

基 準 金 利 に

0.60％を加え

た利率 

借入実行日

より8年後

株式会社三井住友銀行

及び株式会社三菱東京

ＵＦＪ銀行をアレンジ

ャーとする協調融資団 

543億円 

基 準 金 利 に

0.70％を加え

た利率 

借入実行日

より10年後

期限 

一括 

返済 

取得予定資産

の取得及び当

該取得に関連

する費用 

無担保

無保証

(注1) 借入予定額は、平成25年5月8日現在の東京証券取引所における本投資口の普通取引の終値を基準として算出した手取

金の見込額等に基づく本書の日付現在の予定額であり、最終的な借入金額は、本募集による手取金の額等を勘案した

上、借入実行の時点までに変更される可能性があります。543億円のうち200億円については平成25年10月1日のプロロ

ジスパーク習志野4の取得に合わせて借り入れる予定です。 

（後略） 

＜訂正後＞ 

（前略） 

(ロ) 本投資法人は、取得予定資産の取得資金の一部に充当するため、最長借入期間10年の

ローンを含む以下の借入れを行う予定です。ただし、当該借入れは、下記「借入先」欄

記載の各金融機関による貸出審査手続における決裁が完了し、本投資法人と当該各金融

機関との間で借入契約が締結されること及び別途定められる貸出前提条件がすべて充

足されること等を条件とします。 

借入先 
借入予定額

(注1) 

利率 

(注2) 
返済期限

返済方法 

(注3) 
使途 摘要 

  

基 準 金 利 に

0.25％を加え

た利率 

借入実行日

より1年後
   

基 準 金 利 に

0.40％を加え

た利率 

借入実行日

より4年後

基 準 金 利 に

0.50％を加え

た利率 

借入実行日

より6年後

株式会社三井住友銀行

及び株式会社三菱東京

ＵＦＪ銀行をアレンジ

ャーとする協調融資団 

623億円 

基 準 金 利 に

0.60％を加え

た利率 

借入実行日

より8年後

期限 

一括 

返済 

取得予定資産

の取得及び当

該取得に関連

する費用 

無担保

無保証



 

－  － 
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基 準 金 利 に

0.70％を加え

た利率 

借入実行日

より10年後
   

(注1) 借入予定額は、平成25年5月14日現在の東京証券取引所における本投資口の普通取引の終値を基準として算出した手取

金の見込額等に基づく本書の日付現在の予定額であり、最終的な借入金額は、本募集による手取金の額等を勘案した

上、借入実行の時点までに変更される可能性があります。623億円のうち200億円については平成25年10月1日のプロロ

ジスパーク習志野4の取得に合わせて借り入れる予定です。 

（後略） 

 

第四部【その他】 
＜訂正前＞ 

（前略） 

8. 交付目論見書の表紙以降に以下の内容を掲載します。 

（中略） 

「新投資口発行及び投資口売出届出目論見書（交付目論見書）」 

本届出目論見書により行う日本プロロジスリート投資法人投資口47,984,000,000円（見込額）の募集（一

般募集）及び投資口4,129,000,000円（見込額）の売出し（オーバーアロットメントによる売出し）に

つきましては、本投資法人は金融商品取引法（昭和23年法律第25号。その後の改正を含みます。）（以

下「金融商品取引法」といいます。）第5条により有価証券届出書を平成25年5月16日に関東財務局長に

提出していますが、その届出の効力は生じていません。したがって、発行価格及び売出価格等について

は今後訂正が行われます。なお、その他の記載内容についても訂正が行われることがあります。 

（中略） 

「上場来の投資口価格及び出来高推移」 

 

 
 

（中略） 

「本募集の意義」 

● 1口当たりNAV（注1）の向上を実現する見込みです 

（533,639円（上場時）⇒636,300円（取得予定資産取得後）） 

（中略） 

「Aクラス物流施設の追加取得による資産規模3,000億円への拡大」 

（中略） 

 



 

－  － 
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（中略） 

「財務ハイライト」 

 
 

（中略） 
（注2）上記は、平成25年10月1日のプロロジスパーク習志野4の取得に合わせて実施する借入れ後の数値です。これらは

本借入れによる借入予定額を543億円として算出しています。当該借入予定額は、平成25年5月8日現在の東京証券

取引所における本投資口の普通取引の終値を基準として算出した手取金の見込額等に基づく本書の日付現在の予

定額であり、最終的な借入金額は、本募集による手取金の額等を勘案した上、借入実行の時点までに変更される

可能性があります。したがって、実際の指標と一致するとは限りません。 

（中略） 

「本募集に伴う借入れの状況」 

  表中の「借入予定金額」欄中の「543億円」 

（中略） 

「返済期限の分散状況」 

 

 
 

(注) 上記返済期限の分散状況は、本借入れによる借入予定額を543億円とし、当該借入予定額を平均借入残存年数が6.7

年になるよう返済期限を1年から10年までの複数トランシェに分けて設定された場合の見込みであり、実際の分散状

況と一致するとは限りません。 

（後略） 

＜訂正後＞ 

（前略） 

8. 交付目論見書の表紙以降に以下の内容を掲載します。 

（中略） 

「新投資口発行及び投資口売出届出目論見書（交付目論見書）」 

長期負債比率 

93.8％ 

固定金利比率 

93.8％(注 1) 

平均借入残存年数 

5.5 年 



 

－  － 
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本届出目論見書により行う日本プロロジスリート投資法人投資口43,218,000,000円（見込額）の募集（一

般募集）及び投資口3,719,000,000円（見込額）の売出し（オーバーアロットメントによる売出し）に

つきましては、本投資法人は金融商品取引法（昭和23年法律第25号。その後の改正を含みます。）（以

下「金融商品取引法」といいます。）第5条により有価証券届出書を平成25年5月16日に関東財務局長に

提出していますが、その届出の効力は生じていません。したがって、発行価格及び売出価格等について

は今後訂正が行われます。なお、その他の記載内容についても訂正が行われることがあります。 

（中略） 

「上場来の投資口価格及び出来高推移」 

 

 
（中略） 

「本募集の意義」 

（中略） 

● 1口当たりNAV（注1）の向上を実現する見込みです 

（533,639円（上場時）⇒607,827円（取得予定資産取得後）） 

（中略） 

「Aクラス物流施設の追加取得による資産規模3,000億円への拡大」 

（中略） 

 

 
 

 

 



 

－  － 

 

(13) ／ 2013/05/16 10:53 (2013/05/15 23:18) ／ g09054_wk_13935982_0101010_本文_os7不動産_日本プロロジスリート_訂届.doc 
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（中略） 

「財務ハイライト」 

 
 

（中略） 
（注2）上記は、平成25年10月1日のプロロジスパーク習志野4の取得に合わせて実施する借入れ後の数値です。これらは

本借入れによる借入予定額を623億円として算出しています。当該借入予定額は、平成25年5月14日現在の東京証

券取引所における本投資口の普通取引の終値を基準として算出した手取金の見込額等に基づく本書の日付現在の

予定額であり、最終的な借入金額は、本募集による手取金の額等を勘案した上、借入実行の時点までに変更され

る可能性があります。したがって、実際の指標と一致するとは限りません。 

（中略） 

「本募集に伴う借入れの状況」 

  表中の「借入予定金額」欄中の「623億円」 

（中略） 

「返済期限の分散状況」 

 

 
 

(注) 上記返済期限の分散状況は、本借入れによる借入予定額を623億円とし、当該借入予定額を平均借入残存年数が6.7

年になるよう返済期限を1年から10年までの複数トランシェに分けて設定された場合の見込みであり、実際の分散状

況と一致するとは限りません。 

 

（後略） 

 

長期負債比率 

94.1％ 

固定金利比率 

94.1％(注 1) 

平均借入残存年数 

5.6 年 




